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本研究は、外界から遮断され動作点変動のないπ型量子計
算回路により、量子回路の大規模化と量子状態のコヒーレン
スとのトレードオフを明らかにして、その知見を基に、100 量
子ビット大規模回路を作製し、量子アルゴリズムを実行して
量子超越性（古典計算機に勝る計算能力の証明）を実証しよ
うとするものである。 
応募者が提案したπ型超伝導回路を用いて量子超越性を実

証しようとする本研究は、挑戦的で興味深い。今までに 100
量子ビットを実現したグループはなく、世界に先駆けて量子
超越性が実証できれば学術的なインパクトは極めて大きい。 

 


